
原
さ
ん
。
も
と
も
と
創
業
者
が
本
物
の
コ
ー

ヒ
ー
を
提
供
し
た
い
と
始
め
た
の
が
小
川
珈

琲
の
原
点
。
そ
れ
を
貫
い
て
い
る
。

　
一
方
で
苦
労
も
あ
る
。「
会
社
に
は
、
経
営

者
や
営
業
担
当
、
立
場
が
違
う
そ
れ
ぞ
れ
の

思
い
が
あ
り
ま
す
。
商
品
化
は
自
分
の
一
存

で
は
進
み
ま
せ
ん
。
関
わ
る
全
員
の
思
い
を

調
整
す
る
の
は
大
変
で
す
。
で
も
形
に
な
っ

た
と
き
の
喜
び
は
ひ
と
し
お
で
す
」
と
榊
原

さ
ん
は
熱
を
込
め
る
。
自
分
が
苦
心
し
た
商

品
を
店
頭
で
見
か
け
た
と
き
は
心
底
う
れ
し

く
、
商
品
開
発
の
醍
醐
味
を
感
じ
る
。

　

京
都
に
本
社
が
あ
る
小
川
珈
琲
株
式
会
社

は
、
産
地
の
訪
問
か
ら
、
カ
フ
ェ
な
ど
に
卸

す
業
務
用
や
、
ス
ー
パ
ー
で
販
売
す
る
家
庭

用
の
商
品
開
発
、
販
売
な
ど
を
行
な
う
、
全

国
で
も
数
少
な
い
コ
ー
ヒ
ー
に
特
化
し
た
企

業
だ
。
今
回
は
商
品
開
発
課
の
榊
原
健
太
さ

ん
に
話
を
聞
い
た
。

　
「
商
品
コ
ン
セ
プ
ト
は
ど
の
よ
う
に
決
め
る

の
で
す
か
」
と
平
岩
さ
ん
が
聞
く
と
「
ま
ず

性
別
、
年
代
、
属
性
、
Ｓ
Ｎ
Ｓ
を
使
う
か
な

ど
対
象
を
設
定
。
続
い
て
他
部
門
と
連
携
し

て
形
に
し
ま
す
。
開
発
件
数
は
業
務
用
と
家

庭
用
を
合
わ
せ
て
、
年
間
１
０
０
を
超
え
ま

す
」
と
榊
原
さ
ん
。

　
「
た
と
え
ば
40
代
の
働
く
女
性
を
タ
ー
ゲ
ッ

ト
に
し
た
〈
Ａ
Ｓ
Ｕ
Ｅ（
明
日
へ
）〉
と
い
う

商
品
は
、
ア
ク
テ
ィ
ブ
と
リ
ラ
ッ
ク
ス
の
２

種
の
味
わ
い
で
開
発
。
包
材
も
ア
ク
テ
ィ
ブ

は
元
気
な
黄
色
、
リ
ラ
ッ
ク
ス
は
落
ち
着
い

た
グ
レ
ー
に
し
ま
し
た
」
と
榊
原
さ
ん
は
説

明
し
な
が
ら
、
別
の
商
品
を
手
に
取
っ
た
。

　
「〈
京
珈
琲
〉
は
京
都
ら
し
さ
を
テ
ー
マ
に

開
発
。
タ
ー
ゲ
ッ
ト
は
京
都
在
住
の
方
で
、

自
分
が
飲
む
だ
け
で
な
く
、
プ
チ
ギ
フ
ト
と

し
て
プ
レ
ゼ
ン
ト
に
使
っ
て
い
た
だ
け
る
よ

う
、
水
引
の
デ
ザ
イ
ン
を
入
れ
ま
し
た
」。

　
「
コ
ー
ヒ
ー
に
は
ラ
イ
バ
ル
も
多
い
で
す
よ

ね
。
他
社
と
の
差
別
化
は
？
」
と
の
西
岡
さ

ん
の
質
問
に
は
「
ま
ず
、
味
が
お
い
し
い
こ

と
。
つ
ま
り
、
コ
ー
ヒ
ー
の
質
で
す
」
と
榊

J O B I N F O R M A T I O N

正社員募集
新卒採用の方は、マイナビサイトよりご応募ください。キャリア
採用の方は、「『おっちゃんとおばちゃん』の求人広告を見ての
応募です」とお伝えください。※応募時期により充足の場合も
ございます。ご了承ください。

小川珈琲株式会社
6つの部門から構成されており、ご入社後、適正に
応じて配属部署を決定しています。
①第1営業部（飲食店に向けた業務用商品の販売）
②第2営業部（スーパー等小売り店に向けた家庭用商品の販
売）
③生産部（商品の生産や生産・物流管理）
④総合開発部（商品の開発や購買意欲を上げる
プロモーション企画など）
⑤品質保証部（法律に基づく商品の衛生・品質管理）
⑥管理部（総務、経理、人事、システムなど）

株式会社小川珈琲クリエイツ
京都府7店舗、東京都2店舗、滋賀県1店舗、10店舗とECサ
イトを運営しており、ご入社後は、主に店舗スタッフ（ホール・
キッチンなど）としてご活躍いただきます。
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京都府京都市右京区西京極北庄境町75番地（本社）
TEL:075-313-7333
https://www.oc-ogawa.co.jp/ (会社HP)
https://www.oc-ogawa.co.jp/coffee-no-hiroba/
（オウンドメディア）
従業員数：正社員154名
設立：1957年
主な事業内容：食品メーカー（コーヒーの製造および紅茶、
コーヒー器具、輸入食品、喫茶材料の卸、販売）

京都府京都市右京区西京極北庄境町75番地（本社）
TEL:075-313-7337
HPなどのURL：小川珈琲(株)に準ずる
従業員数：正社員・準社員43名
設立：1974年
主な事業内容：飲食業（喫茶及びコーヒー豆、コーヒー器
具販売、ケーキ製造、販売）

小川珈琲株式会社

株式会社
小川珈琲クリエイツ

関
わ
る
人
た
ち
と

自
分
の
思
い
。
商
品
と
な
っ
た

喜
び
は
ひ
と
し
お

　

工
学
部
出
身
の
榊
原
さ
ん
は
「
好
き
な
こ

と
を
仕
事
に
し
た
い
」
と
考
え
て
、
あ
え
て

大
学
の
専
門
を
活●

か●

さ●

な●

い●

小
川
珈
琲
に
新

ユニークな地域起こし
や企業研究で知られる
京都産業大学経済学
部の大西辰彦教授の
ゼミ生２名が京都市に
本社がある小川珈琲
株式会社の総合開発
部商品開発課を訪問。
商品開発の仕事につい
て取材しました。

深さのある会社でした
小川珈琲はのめり込みたくなるほど、

榊
原
健
太
さ
ん 平

岩
朋
佳
さ
ん

西
岡
す
ぐ
り
さ
ん

小
川
珈
琲
株
式
会
社

総
合
開
発
部
商
品
開
発
課

京
都
産
業
大
学

経
済
学
部
３
年
生

京
都
産
業
大
学

経
済
学
部
３
年
生

1996 年、愛知県生まれ。岐阜大学工学部卒。学生時代にコーヒー
に興味を持ち自家焙煎の店でバイトをしたのをきっかけにのめり込
み、小川珈琲に新卒で入社した。

持続可能な社会を実現するた
めに開発。有機 JAS 認証・国
際フェアトレード認証のコーヒ
ーを使用、商品の売り上げの一
部を支援活動に寄付している。

「日常の中で少し贅沢な時
間を過ごす」がテーマ。水
引のようなデザインを採用
することで、小さなプレゼン
トにも使えることを想定。

卒
で
入
社
し
た
。

「
そ
れ
ほ
ど
ま
で
に
榊
原
さ
ん
を
の
め
り
込
ま

せ
る
、
コ
ー
ヒ
ー
の
魅
力
と
は
？
」
と
西
岡
さ

ん
が
聞
く
と「
学
生
の
と
き
に
勉
強
に
失
敗
し

て
落
ち
込
ん
で
、
飲
ん
だ
一
杯
の
コ
ー
ヒ
ー
の

味
に
涙
し
た
の
が
僕
の
原
点
。
コ
ー
ヒ
ー
は
、

心
を
支
え
る
存
在
で
す
。
ま
た
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー

シ
ョ
ン
を
生
み
出
す
媒
体
で
も
あ
り
ま
す
」。

　
バ
リ
ス
タ
競
技
会
で
、世
界
大
会
を
目
指
す

榊
原
さ
ん
。「
コ
ー
ヒ
ー
は
深
い
。
そ
の
世
界

へ
入
ろ
う
と
す
る
人
に
は
し
っ
か
り
サ
ポ
ー
ト

し
て
く
れ
る
の
が
、
小
川
珈
琲
と
い
う
会
社
な

ん
で
す
」
と
話
す
。

　
平
岩
さ
ん
が
「
榊
原
さ
ん
が
の
め
り
込
む
、

コ
ー
ヒ
ー
と
い
う
も
の
の
深
さ
が
少
し
わ
か
り

ま
し
た
」
と
述
べ
る
と
、
西
岡
さ
ん
も
「
向
上

心
に
感
銘
を
受
け
ま
し
た
。
私
も
好
き
な
も
の

を
見
つ
け
て
仕
事
に
し
た
い
で
す
」。

　
一
貫
し
て
、
榊
原
さ
ん
の
コ
ー
ヒ
ー
へ
の
情

熱
が
伝
わ
っ
て
き
た
。
小
川
珈
琲
は
、
は
た
ら

く
人
が
の
め
り
こ
め
る
環
境
を
創
出
し
て
い
る

会
社
な
の
だ
。

コ
ー
ヒ
ー
に
魅
了
さ
れ
た

珈
琲
職
人
の
向
上
心
を
サ
ポ
ー
ト

1952年創業のコーヒー製造
会社。理念は「私達は珈琲
職人として、未来をつなぐ本
物の価値を創造し、真心を
持ってお届けする」。珈琲文
化を未来につなぎ、コーヒー
を通して持続可能な社会に
貢献していくことを目指す。

小川珈琲株式会社とは

好きなことに
全力に取り組む。
そんなふうに、

自分も働きたい！

榊原健太さん

ASUE Fairtrade coffee京珈琲

career@oc-ogawa.co.jp
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